
鉄
道
車
両
の
色
あ
れ
こ
れ

野の

田だ 

隆た
か
し

エッセイ 千字文

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
5
2
年
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
旅
行
作
家
。

日
本
旅
行
作
家
協
会
理
事
。
都
立
高
校
に
て

語
学
を
担
当
す
る
か
た
わ
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

日
本
各
地
の
紀
行
エ
ッ
セ
イ
や
記
事
な
ど
を

発
表
し
て
い
た
が
、
2
0
1
0
年
4
月
よ
り
フ

リ
ー
と
し
て
活
動
開
始
。

著
書
に『
に
っ
ぽ
ん
鉄
道
1
0
0
景
』（
２
０
１
３

年
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
道
旅
行
の
魅
力
』

（
２
０
０
３
年
。
以
上
、
平
凡
社
）、『
定
年
か

ら
の
鉄
道
ひ
と
り
旅
』（
２
０
１
２
年
、洋
泉
社
）

な
ど
。

 1    

 1 エッセイ　千字文
  鉄道車両の色あれこれ
	 	 野田 隆

 2	 特集　
	 	 日本の文化
 3  ハレのかたち　ハレのこころ　笹原 亮二

	 4	 	「祭り」展示のマンダラ　中牧 弘允

 5  メンドンと映像記録　福岡 正太

 6  日々のくらし　日髙 真吾

 7  海とシオと魚とのくらし　川島 秀一

 8  今に生きる山のくらし　池谷 和信

 9  日本の民俗学コレクションとみんぱく　近藤 雅樹

 10  似たモノさがし

罠――時空をこえた人類の知恵
野林 厚志

 12  みんぱくInformation

 14  地球ミュージアム紀行

スクマ族の小さな世界
―タンザニアのスクマ博物館
小川 さやか

 16  多文化をあきなう

ケニアの素材、日本の手仕事
石原 邦子

 18  フィールドで考える

鈴木式ロクロのゆくえ
―福島県会津、丸物木地の工場から
木村 裕樹

 20  人間学のキーワード

包摂
鈴木 紀

 21  異聞逸聞

「人種のるつぼ」ふたたび
太田 心平

 22  制服の世界、世界の制服

インドシナ民族衣装野外展覧会	
樫永 真佐夫

 24 次号予告・編集後記

月刊

5月号目次

　
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た

国
鉄
初
の
電
車
特
急
「
こ
だ
ま
」（
東
京
〜
大
阪
、

神
戸
）
は
、
赤
と
ク
リ
ー
ム
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
鉄
道
車
両
は
、
蒸
気
機

関
車
の
煤
煙
ゆ
え
に
黒
や
茶
色
と
い
っ
た
地
味
な

塗
装
の
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
、
こ
う
し
た
明
る

い
塗
装
は
画
期
的
な
も
の
だ
と
言
え
る
。
そ
の
後
、

全
国
を
走
り
回
る
よ
う
に
な
っ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特

急
も「
こ
だ
ま
」
と
同
じ
よ
う
な
塗
り
分
け
と
な
っ

た
か
ら
、
国
鉄
の
昼
間
の
特
急
列
車
と
言
え
ば
、

赤
と
ク
リ
ー
ム
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
あ
が
っ

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
塗
り
分
け
は
、
日
本
だ
け
の

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、

同
時
期
、Ｔ
Ｅ
Ｅ（Trans E
urope E

xpress

＝
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
国
際
特
急
）
と
い
う
最
高
級
の
列
車
が
、

西
欧
に
お
い
て
主
要
都
市
を
縦
横
に
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
運
転
を
開
始
し
、
各
国
が
用

意
し
た
車
両
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ラ
ー
は
一
部
を

除
い
て
赤
と
ク
リ
ー
ム
の
塗
り
分
け
だ
っ
た
。
洋

の
東
西
を
問
わ
ず
、
特
急
列
車
と
い
う
の
は
、
派

手
な
印
象
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
ふ

さ
わ
し
い
の
は
赤
と
ク
リ
ー
ム
な
の
だ
ろ
う
。

　
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
は
、
東
海
道
新

幹
線
が
運
転
を
開
始
し
た
が
、「
ひ
か
り
」
の
車

両
で
あ
る
０
系
は
、
従
来
の
特
急
塗
装
で
は
な
く
、

濃
紺
と
白
の
塗
り
分
け
と
な
っ
た
。
も
は
や
、
一

番
汚
れ
の
目
立
つ
白
は
鉄
道
車
両
の
塗
装
と
し
て

タ
ブ
ー
で
は
な
く
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

軽
や
か
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
色
と
し
て
、
以
後
、

積
極
的
に
使
わ
れ
て
い
く
。

　

今
で
は
、
濃
紺
の
か
わ
り
に
他
の
色
も
使
わ

れ
て
い
る
も
の
の
、
白
は
高
速
列
車
に
は
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
カ
ラ
ー
の
よ
う
だ
。
こ
れ
ま
た
世

界
的
な
傾
向
で
、
ド
イ
ツ
の
高
速
列
車
Ｉ
Ｃ
Ｅ

（InterC
ity E

xpress

）
の
車
体
は
、
白
が
メ
イ
ン

で
、
か
ろ
う
じ
て
赤
が
ス
ト
ラ
イ
プ
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。九
州
新
幹
線「
つ
ば
め
」

も
白
が
メ
イ
ン
で
あ
る
し
、
博
多
〜
長
崎
を
結
ぶ

特
急
「
か
も
め
」
も
純
白
の
塗
装
が
眩
し
い
。
そ

う
い
え
ば
、
航
空
機
も
白
い
機
体
の
も
の
が
目
に

つ
く
。

　

今
で
は
、
白
は
早
い
乗
り
物
の
象
徴
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
時
代
と
と
も
に
、
鉄
道
を
は
じ
め

乗
り
物
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
は
、
よ
り
薄
い
色
合
い

へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。


